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日本産ミズスマシ科概説 ( 2 )
佐 藤 正 孝

Subfamily Enhydr inae オオミズスマシ亜科
,姫科名に関して, 長く Enhydrinaeが用いられて
きたのであるが, GulGNoT (1954) は模式属である
Enhydrus CAsTELNAu, 1835がEnhydrus DAHL,
1823 (ガムシ科) とEnhydrus RAFINEsQUE,  1815
(爬虫類) に先取されている事実をあげ, 属名に

Prolhydrus を与え,  硬科名をProthydrinaeとし
たo それに対して BAL FOUR- BROWNE and BRINCK
( l961) は, Enhydrus RAFINEsQuE. 1815は En-

hydris LATREILLE, 1802 の綴りを誤って用いたも

のであるとし, Enhydrus DAHL, 1823 は単に属名
がリストの中で,-J、-されただけであるうえに, その著
者はMEGERLE ( リストの中では, v. M. と略記され
ている) であり, 彼によって正式に印刷公表されて
いない事実と併せて, DAHLのリストは科学目的の
出版物と認められてないとしている。  さらに,  En-
hydrus MAcLEAY, 1828 (力'ムシ科) があるが,  こ
の属は Hetochares MuLsANT, l844 と同物であり.
後者がすでに115 年にわたり常用されてきた事実か
ら, 命名法上の強権発動によって前者の使用を禁止
した。 このよ う な経和'tから, 亜科名は従来通り,
Enhydrus CAsTELNAu, 1835 を模式属とする En-
hydrinae を用いるのがよいようである。
この亜科は大型種を多く含み, 主として熱帯から
亜熱帯にかけて分布し,  5 属が知られている。 日本
に産するのは Dineutus属だけであるが, Porrhor-
rhynchus属は約10種がインドからポルネオにか
けて, Macrogyrus 属は約25 種がォー ストラリァ
に, Enhydrus属は4種が南アメリカに,  Andre-
gyrus 属は6 種が南アメリカにそれぞれ分布して
いる。

Genus D i ne ut us MACLEAY, 1825 オオミズス

マシ属
広く世界各地に分布し, 約90種が知られている。
この属は8 亜属に分けられるが,  日本産のものはつ
ぎの検索に示す3 亜属に分けられ, それぞれに l 種

づつが知られているにすぎない。
1 (2)  体は幅広い構円形。上翅側緑後方に毎齠件ﾋ起
を具えない。 大型種一 - - - Dlneutus s. str.

2(1)  体は長前円形。上越側緑後方に'P東状実起を具
えるが,  ときに9 はこれを欠く。 小型極。

3 (4)  前胸背および上趣'外緑は-Ii i色く緑取られてい
る。 上 は側緑後方に ' な軸 状突起を具え先
端は鋭く実出する一 - Sj)inc,odineutes HATCH

4 (3)  前胸背および上 の外緑はift色く緑取りされ
ない。 上超は側縁後方に -) では不明瞭な?東状突
起を具えるが,  9 はこれを欠き, 先端は做断状
となる

1. D. (D ineuu ts) meuyi REGIMBART, 1882
オキナワオオミズスマシ
この種は,  日本産ミズスマシの中では最も大きいc

最初,  “China” を原産地として記破されたもので
あるが, その後インドからインドシナ半島を経て,
中国, 台湾に広く分布していることが判った。琉球
列島に産するものは, 原名fifi報lに比べて, 体幅がや
や狭く背面の網目構造がより強く , 点刻は弱く , 光
沢が僅かに強く ,  o 交尾器中央片は先端へより狭ま
るなどによって subsp. itzsularts REGIMBART,1907
とされている。背面の網目構造や点刻, 交尾器な
どが琉球列島内の個体では島ごとに多少の変化が認
められるが, 同一亜種の速続的変異と考えても差し
つかえない。 現在知られている分布の北限は Mou-
cHAMPs ( l951) による 美大島であるが,  最近多
くの人が琉球列島を訪れているにもかかわらず, そ
の記録は徳之島までで, :;fli 美大島からは採れていな
い。 この種について,  日本では松村 ( l906) により
D. indicus AuBE, 淹沢 ( l931) および神谷(1936)
により D mel lyi として記録されていた。  琉球列
島では普通のミズスマシで, ややうす暗い森林中の
渓流のよどんだ所に群をなして泳いでいる。 そのせ
いもあってか, 開発などの打撃をうけ易く , 近年非
常に個体数が少なくなったようである。
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第6 図 オキナワオオミズスマシ 第7 図

の交尾器 A : 3 B : さ

体長 : 15 -20mm.
分布 : インド, ベトナム, 中国, 台湾, 琉球列島
(徳之島以南)
2. D. (Spinosodineutes) orientalis
(MODEER,1776) オオミズスマシ
この属の種としては, 最も北まで分布を拡げてい
る種で. シベリァでの記録もある。この種は“China”
を原産地として記破されたが. SHARP (1873) がD
margmatus として日本 (Nipon, Kushiu) から,
FAIRMAIRE ( l878) が . ' eadnspzm aとして中国
からそれぞれ記,使している種はいずれも synonym
である。
各地に極く普通の種で, 小川, 水田, 池などに生
息している。体が南のものほど小さく , 北へ行くと
一見別種かと思うくらい大きくなる。
体長: 7 - 12mm.
分布 : ベトナム, 中国, 満州. 朝鮮,  シベリア,

t準太,  日本(北海道. 本州・ 四国・ 九州), 琉球列島
3. D. (Cyctous) australis (FABRICIUS,

1775) ツマキレオオミズスマシ
オー ストラリアから太平洋の島々を経て, 琉球列

島まで広く分布するせいもあってか, D rufij)os
(FABRIclus), dentiPenms MAcLEAY, limbatus

MAcLEAY, indis HOPE. ja'tthinus BLANCHARD,
Icu(・opoda MoNTRouzIERなど多くのsynonymが知
られている。 Fiji諾島のNiaufuのものはsubsp.
ultimus OcHs として分けられているし. 琉球列島
のものは筆者 (1962) が subsp.  to如mo・hima ms
としてつぎの特徴によって分けた。 体はやや少さい
が強壮であり, 体表の点刻はやや強く , 上翅の先端
はあまり突出しなく , 前脛節の外緑が僅かに湾曲し,
前縁角が鋭く ,  ;6 交尾器中央片がやや細いなどであ
る。 分布が広く , オーストラリア産のものとの比較

B
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オオミズスマシ 第8 図 ツマキレオオミズスマシ
の交尾器 A : 6交尾器 B : 9交尾器
A : 6 B : 9 C : 前歴節 D : 端

では上記の特徴によって分けられるが. 各地の標本
を調べてみると変異が連続するようでもあり, 強い
て亜種として区別する必要がないかも知れない。

この種は, 池や水田に多く,  トカラ群島では非常
に珍しいが, 八重山群島では僅かな水溜りにさえも
生患している。
体長 : 7.8 - 8.4mm.
分布 : オーストラリア,  ニュージーラン ド,  ニュ
ーカレドニア,  ニューギニア, ,、リ,  ジャワ,  ロン
ポッ ク ,  フ ィ リピン, マレ一半島, 台湾,  フィジー
諾島, 琉球列島 ( トカラ群島以南)

Subfami ly Gyr ininae ミズスマシ亜科
小型の種が主体で, つぎの検索に示す2 族に分け
られる。
1(2)  後胸板興.片はほぼ正三角形。後基節の隆起線
で境される後部は前部とほぼ同じ大きさである
頭轎1側端突起は小さい。 前胸と上翅の側部に徴
毛を具える。上 の点刻列は9 条一一・一ー一

Heterogyrini BRINcK
2(1)  後胸板興片は細長い三角形。後基節の隆起線
で境される後部は前部よりもはるかに大きい。
頭轎側端突起は大きい。 前胸と上翅の側部は滑
沢で徴毛を具えない。 上 の点刻列はl l 条一 -

Gyrinini REGIMBART

Tr ibe Heterogyr in i BRINCK, l959
マダガスカルに産する 1 属1 種 Heterogy rus

mii1oti LEGRos. 1953 で作られた特異な族で.  ミ
ズスマシ亜科とォオミズスマシ, オナガミズスマシ
亜科の中間的存在である。

( 名古屋女子大学)
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キイ ロチビハナケシキスイの生態

林 長 閑

Heterhclus 属はスイカズラ科のニワ トコの花に
集まることで知られている。神奈川県の=ワトコの
花を調べたところ, 平地にはキイロチビハナケシキ
スイ H. japom'cus REITTERが, 山地にはキイロチ
ビハナケシキスイと H monO REITTERが多くみら
れた。 これらの種は二 トコの一つの花の集団 (散
花序からなる) におびただしい数をみることも珍
らしくない。春早くから出現するキイロチビハナケ
シキスイの生態をここに記録しておきたい。 ケシキ
スィの種名を調べてくださった愛媛大学久松定成氏
に心から感謝いたしたい。

4 月, ニワトコの開花と共に成虫が飛来 (写真1)
花上で交尾・ 産卵をする。 ふ化した幼虫は子房の中
へもく- りこむ (4 月中句,  子ifの中へ懸命にもく' り
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こも う とする幼虫数個体を観察した)。写真2 の矢印
は子房に残された侵入換-。 子一fifiの中には写真3 の矢
印のように1 齢幼虫がみられる。 この写真の上部の
白色部はまだ未熟な種子。 幼虫は種子の成熟を待ち,
数日後には種子の中へ食い入り,  l 個の種子の中で
終齡 (恐らく3齡) まで育つ。したがって早く摘み
とった子房の中では幼虫は死ぬ。また, ニワトコは
子房内に3 個の種子を形成するが他の2 個の種子に
は侵入しない。 5 月中句, ニワトコの子房が丸い実
となるころ, ;幼虫は写真4 と5 のように果皮を食い
破って外に出る。写真6 は「X'に残された脱出・fL。幼
虫は落下し. 土中にもぐってll1lfi化する。 6 月中句ご
ろまでにはすべての個体が成虫となるが, 地表へ出
現しないことから翌年の春まで土中で静止するもの
と考える。 本年5 月, 横浜市内で採取した300粒の
実から42個体の幼虫がiL1い出したことからもあきら
かなように本種の寄生率は一般にきわめて高い。

(横浜市港北区)
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0ビロウ ドコガネ類の分布記録4 題
近年,  コガネムシ類の分布については, かなり多
くの記録が見られるようになってきている。  しかし
ながら,  ビロウドコガネ類の分布については, 比較
的その報告数は少ないようである。そこで, 断片的
な記録ではあるが,   ビロウドコガネ類のうち特に
Sen'c , Ser fcama 及び M oaosencaの3 属に
ついて, 筆者の手許にある標本を基に, 記録してお
くことにした。愛好者諾氏の参考になれば幸いであ
る。

なお, 本編の Sen cama 属, M ppo,1osen ca 属
の学名の取り扱いについては, 野村 (1976 : 桐朋学
報, 第26号: 167 -205) の扱いに従った。
1.   宮城県蔵王山 (ヵモシカ温泉)

1. Senca mppomca (NOMURA) ヤマ トビロウ

ドコ ガネ

6 。 ,  3 9 9 , 24. vi l.  1976. 秋山黄洋採集.
2. Sertca karafutoensis honshuens is (No-

MuRA) エゾビロウドコガネ亜種
5 3 ,

7 9 , 24. vi l. l976, 秋山黄洋採集.
3. Sen'ca m'tididorsis oPacidorsis NoMuRA
ホソヒケ'ナカ' ビロウ ドコカ'ネ亜種
l 5 . 109 9, 24. vil. 1976, 秋山黄洋採集.

4. So' icania leωIsl ARROW ルイスチャイ ロ コ

ガネ

6 3 , 19 , 22 -23. vi. 1974, 黒沢良彦採集 ;
1 , 19 , 24. vil. 1976, 秋山黄洋採集.

5. So; icania kamiyai SAwADA カミヤチャイ
ロコ ガネ

16 . 22 -23. vi. 1974, 黒沢良彦採集 ; 15 ,
24. vi l. l976, 秋山黄ft採集

6. Sencama tohokuensis SAwADA ト ウ ホ ク

チャイ ロコ ガネ

2 3 . l 9 , 22 - 23.  vi. l974, In沢良彦採集
2. 愛知県段戸山

1. Ser ica hoops WATERHOUSE ヒケ'ナガビロウ
ドコガネ

23 3 , 29 9 , 8. vil. l972, 松野更一採集 ;
4 , 179 9 , 1. viii. l976,  小林裕和採集.

2 . Senca incurυata (NoMuRA) アシマガリビ

ロウ ドコ ガネ

1 , 29 9 , 2. viii. 1972, 松野更一採集 ; l36
, 59 9 , 1. viii. 1976, 小林裕和採集.

3. Sen'ca oυafa (NoMURA) マルヒケ'ナガビロ
ウ ドコ ガネ
1

,
1 9 ,

1. vi ii. 1976, 小林裕和採集.
4. M ponosen'ca ito lυentn s NoMuRA ハラ ヶ'

ビロウ ドコ ガネ

l , 1. vi ii. 1976, 小林裕和採集.
3.   和歌山県護摩ノ種山

1. Serica trichofemorata (NoMURA) モモケビ
ロウ ドコ ガネ

4 6 , 39 9 , 8. vi l.  l972. 小林裕和採集.
2. Senca breυit arsis recti j)os NoMuRA コ ヒ
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ケ' ナガビロウ ドコカ'ネ亜種.
1 , 27. vi l. 1967. H.  NARA採集.

3. Serica hoops WATERHOUSE ヒケ' ナ ガ ビ ロウ

ドコ ガネ

7 6, 29 9, 8. vil. 1972, 小林裕和採集.
4. Sen'cam' a oOayas加'i NoMuRA コバヤシチ

ャイ ロコガネ

1 , 29 , 8. vi l. 1972, 小林裕和採集.
5. Mppo osen'ca gomadaM NoMuRA コ'マ ダ

ンビロウ ドコカ'ネ
10 3, 29 9 , 8. vil.  1972, 小林裕和採集.

Sencama oOayas加i, M po os e n c a omadana
の2 種はいずれも護,  ノ種山山頂付近での夜間採集
により得られたもので. l976年野村鎮氏により新種
として記載されたものである。 上記に示した個体は,
全て type seriesに含まれている。
4. 徳島県剣山

1. Sen'ca Oreυi tarsis rect‘Pes NOMURA コ ヒ

ケ'ナガビロウ ドコ力'ネ亜極
76 、, , 99 9 , 27 - 28. vi l. 1972,  坂 則

採集.
2. Senca pi1osa (NoMuRA) ケブカビロウドコ
力' ネ

1 . 27. vil . 1972, 坂 芳則採集.
3. Sen'ca mtididorsis oPacidorsis NoMuRAホ
ソ ヒケ'ナ力'ビロウ ドコガネ亜種
870 3 , 219 9 , 27 - 28. v il.  1972, 坂 芳

則採集.
4. Ser i ca yoshidai (NoMuRA) ヨシダビロウド
コガネ
28 (3 , 549 9 , 27 - 28. vil. 1972, 坂 芳
則採集.

5. Sen ca oops WATERHOUSE ヒケ'ナガビロウ
ドコ ガネ

4 , l 9, 27 -28. vil. l972, 坂 芳則採集.
四国では, 現在までに本属は7種 (i)i1osa, b・eυi-

tarsis rectipes, hoops, plani frons,  ,uttdidorsis
opaadorsis, mtidiceps, yes加dai) が知られている,
このうち yoshidai は四国特産種で, 他の地域での
分布記録は知られていない。   (練馬区, 小林裕和)
0タカサゴツツタマムシ4 月の記録
タ カ サ ゴ ッ ツ タ マ ム シ Paracyl indromorj)bus

formosam‘s (MlwA & CHuJ0,  1935) は台湾阿里
山においてl918年10月2 ~23 日楚南仁博博士が1 o
19 採集されたものにより記載された。  その後長ら
く採集されたという報告はなかったが, 今年台湾へ
行かれた鈴木ii氏の採集品の中に本種を見い出した
ので報告する。

1 ex., 台湾南投県日月潭,  6. iv.  1977,  鈴木i i
採集.
比較的近縁の APhamsticus 属の中に成虫越冬
するものがいるので, おそらく本種も成虫越冬する
ものと考えられる。

(横浜市, 秋山黄洋)
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0ソテツを食書するコメツキモ ドキ

コメツキモドキ科は幼虫, 成虫ともに生きた植物
体を加害する甲虫である。 幼虫は植物組織内に食い
入りこれを食害することから, 古くからイネやァワ
の害虫として知られ, 業試験場などの報告にヒザ
グロヒ メ コ メ ツキモ ドキ Anadastus menetr iesi,
ア カ ヒ メ コ ツキモドキA fi l i f iormis の名が見ら
れる。 コメ ツキモドキ科の食革としては, 黑沢良彦
(1968, 甲虫ニュースNo4), 林長閑 (1974, 昆虫
と自然 Vol. 9, No 7) などの報告がある他, キムネ
ヒ メ コ メツキモ ドキ A at rtcePs がマメザヤタ ケ
を, ニホンホホビロコ メツキモ ドキ Daubtedaya
bt,tccu lent a がメダケをそれぞれ食害する事が知ら
れている。 しかし,  ソテッ Cycas ret1oluta を食
するコメツキモドキについては一般にあまり知られ
ていない。 今回報告するのは1976年5, 6月台湾を訪
れた際, 台湾のほぼ中央, 南投県i d一 華池の林業試験
場で観察したものである。
観察できたのはl976年5 月28日~31 日,  6 月24 日
で, 食害を確認できたコ ツキモ ドキはザウテルヒ

メ コ メ ツキモ ドキ Anadas tus sauteranus, アシグ

ロヒ メ コ メ ツキモ ドキ A melanosternus, ホ ソヒ

メ コ メツキモ ドキ A ang'' ttt rの3種であるo こ
れらはいずれも台湾全土に普通に産し,  シダ類など
のビーティングによってよく得られる種類である。
食害されたソテッは林業試験場の植え込みに植え
られてl ~2年たった高さ40~60cmのもので, 6 本あ
るうち3本が加害されていた。 3本とも新芽はすでに
食害されて枯れ, 古い葉しか残っておらず, そのう
ち1 本は6 月24 日に観察した時には完全に描れていた,
おそらく最初に新芽を食害しソテッが弱ってから古
い葉を食べ始めるのだろう。 集の食害部分は羽状に
分裂した小葉が最も被害が大きいが, 体の大きいザ
ウテルヒ コメツキモドキ (7mm前後) は固い主脈
の部分をも食害していた。個体数はホソヒメコ ツ

キモドキが最も多く , 1本に100頭前後, アシグロヒ

メコメツキモドキが10頭位, ザウテルヒメコメツキ
モドキは30頭位であった。  l 本についているコメツ
キモドキを全部採集しても数時間後にはまた同じ位
の個体数が集まることから考えて付近にはかなりの
数のコメツキモドキが発生しているのであろう。時
間による個体数の変化は暗天の5 月29 日で早朝は少
なく, 午前9 時頃から個体数が增え始め11時から午
後2 時頃にかけて最も多く , 盛んに飛翔し, 集上で
交尾する個体もぃくっか見られたが, その後は飛翔
する個体も少なくなり4 時頃には1 本に50頭位に減
少した。 しかし午後8~9時にもほぼこれと同数の個
体が観察できたため, 夜間もかなり食害しているも
のと思われる。 これらの観察は主に5 月28~31 日に
かけて行ったものであるが,  6 月24 日に再びこの場
所を訪れた時には数日前に林業試験場の所長が殺虫
をまいたということで,  3 本のソテッからは数頭
のホソヒメコメツキモドキが得られただけであったc
ソテッは l 本は完全に枯れ, 残りの木は葉が赤褐色
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に変わり結れる寸前の状態であった。
(東京農大, 久保田正秀)

C)座岐島のハネカクシ (ハネカクシ科分布資料6 )
筆者はl969年, 松江市で開催された昆虫学会大会
に参加する機会を利用して隠岐島 (島後) に立ち寄
り,  ハネカクシ類の採集を行った。  しかし, 極めて
短い採集期間であったため, その成果は充分なもの
ではなかったが, その後, 松江市在住の門脇久志氏
より若干の同島産ハネカクシ類の御恵送を受けたの
で, 先の採集品とともに記録し門脇氏の御厚意に報
いたい。
現在まで隠岐島から記録されたハネカクシ類は
「島根県環境保全地域 (候補地) 学術調査報告書付
属資料 (島根県自然保 課, 1975)」によって集録さ
れている次の5 種類である。 キイロハナムグリハネ
カクシ EusPhalerum Pa'a11ett‘m (SHARP) (学名
をAnthobitm para11elmn として記録),  アオバア
リガタハネカ クシ Paeder '‘s f it 'cipes CURTIS, ム

ネスジコガシラハネカクシ P1111o'1thus rut i li t'e-
nt r is SHARP, アカ 、ハネカクシ Platydracus pa-
ganus SHARP, ダイ ミ ョ ウ キ ノ コ 、ネカクシ Lordi-
thon daimio (SHARP)。
ただし, 上記の文献中には神谷一男・ 山本玄 (関
西民虫学会 報々, 1934,  ( 5) : 40) によって Sta-
phylinus daimio SHARP  なる学名で記録されたダ
イミ ョウハネカクシが削除されている。 この処置に
ついての説明はなされていない様だが, 真のダイ ミ
ョウハネカクシは現在のところ北海道のみから発見
されているので, 隠岐島での生息を疑間視した結果
かと推測される。
なお, 下記の採集デー ター の中で筆者によって採
集された個体については, いずれも採集者名を省略
した。
1. isPf s l m ress lcoMs o g t e SHARP チ

ビホソハネカクシ

6頭, 大満寺山, 島後,  27. ix. 1969.
2. CarPelimus (CarPelimus) υagus (SHARP) ニ
セュ ミセ ミ ゾハネカクシ

3頭, 有木, 島前, 23. viii. 1969,  門脇久志採集.
3. Oxyfelus ( 0り ' fetus) mi grator FAUvEL

3頭, 西郷, 島後, 29. ix. 1969.
4. Stenus (HyPostenus) 'ufescens SHARP ト ビ

イ ロメ ダカハネカ クシ

6頭, 大満寺山, 島後, 27. ix. l969 ; 5頭, 横尾
山, 島後, 28. ix. l969.

5. Nazer is ωo11astom (SHARP) アバタコ・、ネハ
ネカ クシ

l頭, 大満寺山, 島後, 27. ix. 1969.
6. Aste;nus latif ro'ts (SHARP) キアシクロクビポ
ソハネカ クシ

1頭, 仏谷, 島後, 7. vi. 1969, 門脇久志採集.
7. Medon Ieωisi1‘s  SHARP ネァカ トガリハネカ

ク シ

1頭, 大満寺山, 島後, 27. ix. l969.
- 5 -
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8. i thoc a n s mgncePs ( KRAATz) クロズト力'
リ ハネカ クシ

1頭, 有木, 島前, 23. viii. 1969, 門脇久志採集;
29頭, 西郷, 島後, 29. i x. 1969.

9. Nudobius apicipe,ms  SHARP ツマキッヤナ

ガハネカク シ

7頭, 大満寺山, 島後, 27. ix. l969.
10. Megalinus tubulus (SHARP) ホソガタナガハ
ネカクシ

1頭, 都万目, 島後, 7. vi. 1969, 門脇久志採集.
11.  Phitonthus (Phi1onthus) rectangulus SHARP
カクコ ガシラハネカクシ

2頭, 西郷, 島後, 29. ix. 1969.
12.  Phi1o'tthus (Phitonthus) tardus KRAATz へ
リアカパコ力'シラハネカ クシ
3頭, 西之島, 島前, 11. viii.  1969, 門脇久志採
集 ; 3頭, 大満寺山, 島後, 27. ix. l969.

l3. Phi1onthus (Bisntus) amicus SHARP
l頭, 西郷, 島後, 29. i x . l 969.

14.  Phi1onthus ( Bismt‘s) sulci f rons SHARP
3頭, 西郷, 島後, 29. ix. l969.

15. Pfi ii ont s ( ism1‘s) ae e ipe ml s Bou. ド

ウ力'ネコ ガシラハネカクシ
1頭, 大満寺山, 島後, 6. vi.  l969, 門脇久志採
集 ; 5頭, 西郷, 島後, 25. ix. 1969.

16.  Phitonthus (Bisnius) ωusthof fi BERNH. ヒ

メ ;-iーソコ力'シラハネ カクシ
l頭, 西郷, 島後, 29. i x. 1969.

l7. Caf ius rufiescens SHARP アカウミベハネカ

ク シ

8頭, 中村, 島前, 10. vi ii. 1969,  門1ｦ闍v志採集
l 8. Caf iusυestitus (SHARP) アパタウミベハネカ
ク シ

22頭, 都万, 島後, 29. ix. 1969.
19. Hesperus t t r 0 (SHARP) ツマグロアカ , ' ハネ

カ ク シ

1頭, 大満寺山, 島後, 24. viii. 1969,  門脇久.-11
採集.

20. Phuccobius s im ulator SHARP ウミ ベアカパ

ハネカク シ

2頭, 中付, 島前,  10.  viii.  l969, 門脇久志採
集; 18頭, 都万, 島後, 29. ix. 1969.

21. 0 'tth0lestes gracilis (SHARP) サビハネカクシ
1頭, 大満寺山, 島後, 6. vi.  1969, 門脇久志採
集 ; 7頭, 大満寺山, 島後, 27. ix. 1969.

22. Algon grandicotlis SHARPムネビロハネヵク
シ

1頭, 大満寺山, 島後, 27. ix. l969_
23. Quedius (Quedius) Parυloops SHARP コカ'シ
ラ ッ ヤムネハネカ クシ

1頭, 横尾山, 28. ix. 1969.
24. SepedO i sυancorms (SHARP) ク ロ ヒ キ

ノ コハネカクシ

1頭, 大満寺山, 島後, 27. ix. l969.
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25.  「ac ・ m s' ' apomcM SHARP ヤマ トマルク ビ

ハネカ クシ

1頭, 概尾山, 島後, 28. ix. 1969.
(東京農大, 渡辺泰明)

0佐渡ケ島のヒゲナガソゥムシ
昨年, 甲虫談話会の例会で馬場金太郎博士に御目
にかかる機会を得た。 その折, 筆者がヒケナガゾゥ
ムシ類に関心を持っていることをお話しし, 今後の
御指導御鞭 をお願いした所, 早速に多数の標本の
御恵与を受けた。 それらのほとんどは同博士が長年
にわたって新潟県下で採集された個体であった。 こ
れらの全種の同定は未だ終了していないが, 同定の
なし得た佐波ヶ島産のヒケ'ナカ' ゾウムシ類について
のみ記録し同博士の御厚意に報いたい。
なお, 私の知る限りでは佐渡ヶ島からのヒケ'ナカ'
ソ ウムシ類の記録は皆無である。
1. C or ag s cisso ides SHARP コ'マノ ミ ヒケ'ーナガ
ソ ウム シ

1頭, 大倉, 20. vi. 1963, 馬場金太郎採集.
Choragus属は現在まで本邦から8 種記録されて
いるが, いずれも徴小で. 形態は酪似している。 上
記個体はチャンチンの材の中より採集されたという,
2. Araecerus fasciculatus DEGEER コ ー ヒ ー ヒ

ケ'ナ ガ ゾ ウム シ

1頭, 大 沢. 31. v. 1963, 鶴巻静11,採集 ; 2頭,
大倉, 20. vi. 1963, 馬場金太郎採集.
本種は広域分布極 で世界各地に分布している。 他
に近緑種が数種いる。
3. 「roptderes r t e fs1 LEWIS ク ロ フ ヒ ケ'ナ力'

ゾゥムシ

1頭, 水津, 27. iv. l967, 馬場金太郎採集.
4. TroPideres l axus SHARP 力オジ ロヒケ'ナ力'
ゾウムシ

1頭, 小田, 20. vi. 1963, 馬場金太郎採集; 1頭,
金泉, 20. vi. 1963, 馬場金太郎採集.
5. TroPideres germanus SHARP キマダラ ヒケ'
ナ ガ ソ'ウム シ

3頭, 大倉, 13. v. 1962, 馬場金太郎採集 ; 1頭,
大f t沢, 31. v. 1963, 鶴 静治採集.
本種は本邦全土に分布しており, 一般に北海適産
の個体群は上超'の白色斑が発達するようであるが,
上記個体もそのような傾向が認められる。
6. Andrcceras f labe11icornts (SHARP) シリジロ
ヒケ'ナガゾウムシ
1頭, 大倉, 25.  v. 1962,  観,巻静治採集 ; l頭,
大倉沢, 31. v.  l963,  鶴巻静治採集 ; 1頭, 矢柄,
20. vi. 1963, 馬場金太郎採集.
7. Platystomus setlatus RoELoFs シ ロ ヒ ゲナ

ガゾウムシ

1頭, 大倉, 6. vi. l962, 解巻静治採集.
上記以外に 0zotomerus 属の l 種が採集されて
いるが, 現在種名を確定するまでに到っていないの

で後日報告することにしたい。
末筆ながら責重な標本を御恵与され, 筆者による
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報告を許された馬場金太郎博士及び種 の々御数示を
場つた束京農大の渡辺 ・明助教授に心から御礼申し
上げる。 (束京農大, 妹尾俊男)
0小笠原諸島の食葉性コガネムシ類
小笠原請島から記録されている食葉性のコガネム
シは極めて貧弱で, 日本本土から移入されたセマダ
ラコ ガネ 加oPertha onemtahs WATERHOUSE と
小林裕和 (1973 : New Entomo1.,22 (3・4) : 43) に
よって記録されたョッパコガネ 0hktd;,ous fernei
NoNFRIED の黒色のものが産することが知られてい
るに過ぎない。 私は1976年6 月に同語島の父島で次
の2 種を採集したので記録しておく。
1. ヒ メコ力'ネ Anomala rufiocuPrea MoTscHUL-
S K Y

5 ('1, 父島大村, l9~20. vi. 1976, 黒沢良彦,
入江平吉採集・
いずれも旅館の灯火に飛来したものである。 5 頭
全部が共に小型で緑色, やや店金色を帯びるもので,
恐らく伊豆,一話島の型に一致するのではないかと思っ
ている。
2. ヤマトアオドウガネ Anomala Jl'aPonica i2u-
enSiS SAWADA ?

l頭, 父島大村,  18. vi. l976,  .Ia沢良彦採集.
大村の旅館で頭胸部の欠如した1 頭を捨つた。
輸ばかりではっきりは断定できないが, 小型で光沢
が強いので, 伊豆話島の亜種に一致するのではない
かと思う。

以上2 種類共に父島土着の種類ではなく , 本土か
ら, 船舶の灯火に来たものが, そのまま船の移動に
よって父島まで運ばれて来たものと考えてよいであ
ろう。 この場合, 大体において伊 'i_話島の型と一致
すると思われるので, 連搬者は同方面からの漁船と
考えてよいであろう。 ヤマトアオドウガネは不完全
な1 頭だけなのでまだ土着してはいないと思うが,
ヒメコガネの方は5 頭も2 晩にわたり採集されてい
るので, 恐らく既に土着していると見てよいであろ
う。 (国立科学博物館, 黒沢良彦)
0ウミミズギワゴミムシの記録
ウミ ミ ズキ'ワゴミムシ Sa ag1lfia man 'ta S.

UtNoは満干線の間に校意する珍しいミズギヮコ' ミ
ムシで, 砂浜の石下や打ち上げられたコ ミ海藻等の
下に見られ, 太平洋岸は静岡県から兵庫県までの各
地, 日本海岸は新潟県より記録されている。 筆者は
本種を神奈川県真鶴山甲海岸の汀線に近い小石の下よ
り採集しており, 束限の新産地と思われるので報告
する。

1 -o, 神奈川県真鶴岬, 3. xi i976.
採集品は光沢の強い新鮮な個体で吸虫管の中で活
発に飛びまわっていた。 当日採集に同行され, 同定
並びに種々 御数示くださった阿部光典, 須賀邦耀,
森田誠司の三氏に厚くお礼中し上げる。

(千葉県船橋市, 笠原須磨生)
C)解岐島産アリヅカムシの記録
筆者はかねてからァリヅカムシ科に興味を抱き,
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日本各地から採集された種類についての分類学的検
・ｯ  を進めているが,  最近検した束京農業大学昆虫学
究研室の所蔵標本中に島根県隠岐島から採集された
4 種のァリッ'力ムシが含まれているのを見出した。
そこで, 現在まで同島産アリヅカムシについての報
告は皆無であるのでここに記録しておく。
1. Coryphomus (A,icistromus) spinicollis
(SHARP) フ タアナムネ トケ'アリ ヅカムシ

1 9 , 大満寺山, 27. ix. 1969, 渡辺泰明採集.
本種は人吉を模式産地として1883年に記載された
が, その時は Batrisus属に含められていた。 しか
し, 後に JEANNELがCoryphomus属を創設した
時に本種を同属に移すとともに高尾山を新産地とし
て報告している (Revision dos Pselaphidts du
Japon, 1960) .
2. NiPPonobythus latif rons JEANNELオオヅァリ
ツ' カ ム シ

1 -o , 大満寺山, 27. ix. 1969, 渡辺泰明採集.
本極は高知県 Tasuyana村を模式産地として,

1960年に記破されたが, その後本州からも報告され
ている。 しかし採集された個体はすべて雌個体のみ
で, 現在まで雄個体は発見されていなかった。
3. a f n sce' ac ta diss‘miffs ( HARP) アナヅアリ

ツ カ ム シ

l 9 , 大満寺山, 28. ix.1969, 渡辺泰明採集.
本種は1874年, 兵庫県摩耶山を模式産地として,

Batnsus属の新種とし て記載された。  しかし, 後
に JEANNEL (1960, 前出) は本種を模式種として
Batriscenlola属を創設した。 また,  この折に宮の
下, 中禅寺, 高尾山を新たな産地として加えている。
なお, 上記以外に Coryphomus属の A ncis t r o-

mus 亜属に含まれる種が採集されているが,  本種
の形態的特徴は既記」較種と一致しないので, 今後さ
らに検討を加えた後に改めて報告したい。
末筆ながら,  日頃御指導を員易 る束京農業大学.昆虫
学研究室の渡辺泰明及び文献等で御世話になった相
洋高等学校の久保田政雄両先生に心から御礼中 し上
げる。 (東京農大, 田野口康彦)
0ヒメミズギワアトキリゴミムシの記録
ヒメ ミズキ'ワアトキリゴミムシDemet riasamur-

ensi s M oTscHULSKY は国外では東シベリア,  満
州, 千島に, 我が国においては北海道浜小清水より
知られているにすぎない。
本種は , ミズキ' ワアトキリゴミムシD margini-

co11is BATESに似るが小型で,  触角第4 ~ l l 節は
褐色~黒褐色である事, 頭は眼の後方でせばまり,
側頭に細毛が認められない事により区別される。
筆者は, 北海道の湿地を1975年に調査した際に本
種を採集しているので,  ここに報告しておく。

5 0 1 , 庶路 (釧路付近), 1. vi. l975, 筆
者採集

1 -o , 石狩川河口, 14. vi. l975, 筆者採集
(東京都港区, 森田誠司)
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0キノ コホシハナノ ミの九州からの記録
キノ コホシハナ ノ ミ Cttrt imo「da maCu10Sa

(NAEzEN) はョー ロツパ, シベリア, 朝鮮, 太,
それに日本国内では北海道, 本州, 四国に分布して
いることが知られている。また生態的には,  コケ'チ
ャタケなどのキノコに集まるという習性があり, こ
れは他の日本産ハナノ ミ科甲虫には類を見ないもの
であろう。
九州からは本種の記録がなかったものと思われる
が, 筆者の手許には福岡県産の標本があるのでここ
に記録しておく。

1 , 福岡県1Ffl屋郡字美町, 16.vi. 1968, 入江平
吉採集・
末筆ながら, いつも標本を恵与いただいている入
江平吉氏, ならびに九州のハナノミについて御教1
いただいている高倉康男氏に厚くお礼申しあげる。

(横浜市金沢区, 高桑正敏)
0クロケシタマムシ岡山県の記録

Ap am's tz'c s c o go or E. SAUNDERS クロケシ
タマムシは, 本州, 九州に分布するが, 比較的珍ら
しいもののようである。本種を岡山にて採集するこ
とができたので発表したい。

1 頭, 岡山県岡山市吉I t-, 17. iv. l977, 筆者採集。
吉井川の提防沿いのアブラナ,  ワラビ, スギナな
どのスイービングで採集。採集当日は, 晴天無風で
あった。 (岡山市, 直海俊一郎)
0ヶシツプタマムシ石垣島の記録
黒沢良彦氏の日本産タマムシ科概説 18) : 甲虫

ニ ュ ー ス No 35 ( l976) では, Mastoge'uus in-
speratus Y. KUROSAWA ケシツブタマムシの産地
として屋久島, 沖縄本島, 西表島が記録されている。
筆者は未整理の採集品を眺めているうちに未記録の
石iii島産の本種を見出したので, 新産地として報告
しておきたい。

l頭,  石垣島於茂登岳, 18. v. 1974,  筆者採集
( 福岡県宇美町, 入江平吉)

原 稿 大 募 集 中 .
'

甲虫ニュースでは会員諾氏よりの原稿をお待ちし
ております。記録を死蔵させてしまうことは大変に
惜しいことですから, たとえ古い採集記録でもかま
いませんのでどしどしお寄せ下さい。

電

振
話 (.03) 409 -6401 ( ムシは一ばん)
替 東京 21129

志賀昆虫普及社

第 38 号 (l977年7 月)
0フチグロチャイ ロコガネの記録訂正
筆者が, 本誌 (1975, Nos 29,30, P 5) に報告し
た 「チャイロコガネ属2 種の分布」の中で, 山梨県
御坂山地及び同県增富鉱泉で得られた個体を, So「i-
cama marginata (フチグロチャイロコガネ1 とし
て記録したが, その後の研究の結果, 本種は, So「'-
c a m a s t grai ls  NoMuR Aで ることが判ったの
ここに訂正する。 (練馬区, 小林裕和)

「日本産甲虫目録」 の販売
本誌前々 号 (No 36) に予告致しました 「日本産

甲虫日録」の第1 回分が発刊されましたので, 内訳
及び販売方法等についてお知らせ致します。

No. 1 クワガタムシ科 (黒沢良彦) 9 頁 ; No・2
クロツヤムシ科 (同) 1 頁; No 3 ハンミ ョウ科

(中根猛彦)  7 頁; No 4  ホソガムシ科 (佐藤正
-) 1 頁 ; No 5 マルドロムシ科 (同) 2頁 ;No・

6 ヒラタドロムシ科 (同) 2頁; No・7チビドロム
シ科 (同) 2頁。
これら各号は分冊せず一括販売することに致しま
す。また, 販売については会計上の混乱等を回避す
るため談話会では直接タッチせず, 一切を束京通販
サービス社に委託することに致しましたので, 購入
希望の方は直接東京通販サービス社にお中し込み下
さい。
販売価格は1 セット (.No. l~No7) ￥. 800 (送
料別) ですが. 会員は前号同;封 の割引券を利用すれ
ば ( l 回限り) ￥.600 (送科別￥.120) で購入する
ことが出来ます。 なお, 東京通阪サービス社への連
絡は下記の通りです。
〒 156  束京都世田谷区千歳局私書納33号
Tel. (03) 426- 6012 郵便振替 東京0 - 73,156

東京通販サービス社

甲虫談話会
会費 (1 カ年) 1500円, 次号は9 月中旬発行予定

投稿 切は8 月20日。
発行人 黒沢良彦
発行所 甲虫談話会 東京都台東区上野公国

国立科学博物館動物研究部内
電話 (364) 2311,振替東京 60664

一 ~ 、 一 - 、 、 / 、 一 _ 、 _

、 /   1

タッミの昆虫採集器具

ト'イッ型標本箱 木製大 ￥ 5,000, 桐合板
1 製インロー型標本箱中 ￥ l,400, 送科一箱につき1
都内及第一地帯 : 3個以下￥1,200. 4 個以上￥850

1 (以下同様), 第2 地帯￥1,400, ￥950, 第3 地帯1 ￥1600, ￥1,050. 其他, 各種器具, 針などを製作
1 販売してます。カタログを御請求下さい。 (￥140)
1 タ ツ   ミ   製作所
i 〒 113 東京都文京区潟島 2-21-25
電 話 (03) 811 - 4547, 振替 6 - l l 3479
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